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い、 δ帯域 (2‐4Hz)、θ帯域 (4‐8Hz)、α帯域 (8‐13Hz)、β帯域 (13‐30Hz)、γ帯
域 (30‐46Hz)の5帯域における相対パワー値をそれぞれ算出した。
統計 :創造性指標 とMSE値の関連を検討するため、MSE値に対 して共分散分析 (被
検者内囚子 :20(スケールファクター)、 被検者間因子 :2群備じ造性の高い群 (10名)、
創造性の低い群 (10名))、共変量 :年齢)を行った。さらに創造性指標とMSE値の関
連をさらに詳 しく検討するため、高いスケールファクター (低周波数帯域)における
MSE値の平均値 と創造性指標間におけるピアゾンの積率相関係数を算出した。
【結果】
共分散分析結果 :創造性の高い群では、前頭都、中心部、頭頂部および側頭部における
低周波数帯域でのMSE値が高値を示したが、相封パワー値においては有意差がみられ
なかった。一方、知的機能の高さに関しては、MSE値および相姑パワー値ともに有意差
はみられなかつた。
相関解析結果 :前頭部、中心部、頭頂部および側頭部において、創造性指標と低周波数
帯域におけるMSE値の間に正の相関関係がみられた。一方、創造性は脳波の相対パワ
ー値と関連せず、知的機能もMSE値および相対パワー値と関連しなかった。
【考察】
本研究では、高齢者における創造性の神経生理的基盤として、低周波数帯域における脳
波の複雑性の増加が関連することを明らかにした。一般的に低周波数帯域における脳波
活動は、広汎な脳内ネットワークの活性化と関連するとされている。従って、高い創造
性は、広汎な脳内ネットワーク活動の活性化と関連している可能性が考えられる。一方、
近年注目されている仮説である “加齢に伴う生理学的情報の複雑性の低下"が多くの文
献によつて支持されている。従って、高い創造性に伴う脳波の複雑性の増加は、加齢の
予防効果を反映し、老年期精神疾患の発症予防と関連する可能性が示唆される。
【結論】
本研究で用いたMSE解析は、既存の非線形解析法では困難であつた幅広い脳内ネット
ワーク機構の理解を可能にすることから、健常高齢者における創造性の神経生理学基盤
をより詳細に解明できる可能性が示唆された。本解析を用いて、創造性が脳生理機能に
及ばす影響を明らかにする試みは、高齢者の精神衛生の向上において重要な役割を果た
すものと考えられる。
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